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計画期間

最終目標 1

②効率的な公的施設の運営

①町民二ーズに沿った事務事業の改善

②民間能力の活用

③組織・機構の見直し

④定員管理の適正化
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平成24年度~平成29年度(6年間)

町民福祉の増進及び町民サーピスの向上
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①利用しやすい行政サービス体制の確立

②人材の育成

③公正の確保と透明性の向上
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説明資料2:基本方針毎の状況
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会丑 の六いスピーーイー六

①町民二ーズに沿った事務事業の改善

②民間能力の活用

基本方針実現に向けての方策

③組織・機構の見直し

④定員管理の適正化

*目的達成、ほぼ達成できている取の組み(主なもの)

①町民二ーズに沿った事務事業の改善

【事務手続きの合理化】

・行政手続きについて、申請書、添付

書類等を見直し簡素化、こども医療費

支給手続きの簡素化

・税務証明書交付基準及び委任状に関

する内部規定を整備

・コンピニエンスストアー、自動交付

機での各種証明書の交付実施

【町民意識調査の実施】

・まちメールポスト設置、 3年に1度

の満足度調査の実施

゛Mの

升

隹

件数

9

①目的達成

4

3

2

5

18

2

②ほぽ達成

2

0

*一部達成、未達成の取の組み

4

9

2

③一部達成

国・県からの事務、権限委譲も含め、状況に応じ
て適宜、定員適正化計画を見直す

②民間能力の活用

【民間委託の推進】

・§唖党通知書のデータ印字・封入封織委

託、庁内システム機器管理の委託、高齢

者福祉事業、介護保険地域支援事業の委

託など

【町民団体との協働の推進】

・ポランティア協定を締結し環境美化活

動の実施、イベント開催における協働

【町民糖の意見を取の入れる仕組み】

・附属機関等の委員公募実施

0

0

7

定員適正化計画の進捗状況や数値目標等について
毎年度広報誌やホームページで公表する

0

④未達成

0

実施項目

0

0

0

説明資料2:基本方針毎の状況
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④

評価

④
未達成

③組織・機構の見直し

蹄肌哉の見直し】

・平成25年度に全体的な機構改革を

実施。それ以降は組織の状況に応じて

個別で見直しを行っている。

欧齢哉の活性化】

・町政全体に関わる計画や複数部署に

関わる事業は複数の職員がプロジエク

トチームを作の取の組んだ。(第五次

総合計画、災害時要支援避難支援計画、

保育関係調査、イベント開催)

平成25年度に計画終了後、新しい制度の導入等もあの、職員数の増減について見通
しが読みがたく、計画策定ができなかった。今後は適正な職員数について検討したう
えで定員適正化計画を策定する。

定員適正化計画が策定できていないため、進捗状況については公表していないが、毎
年臓員の給与や定員管理等の状況についてはホームページや広報誌において公表して
いる。定員適正化計画策定後は進捗状況を公表する。

評価の要因、今後の方向性
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2 し

①利用しやすい行政サービス体制の確立

②人材の育成

基本方針実現に向けての方策

しΥ九づく

③公正の確保と透明性の向上

*目的達成、ほぼ達成できている取の組み(主なもの)

・十

①利用しやすい行政サービス体制の確立

酪怠合窓口導入の検討】

・住所、戸籍の異動に伴い手続きが必要となる窓口

を同じフロアーに配置。

【町民活動を支援する体制の構築】

一見童館のファミリークラブ、地域のミニデイサー

ビスへの支援員派遣、各PTA事業の支援

【他市町村との共同事業によるサービス向上】

・広域化する行政需要や地位共通の課題に対して連

携して取の組んでいる(し尿処理、南斎場、各種イ

ペント、教育システムの導入等)

【幼稚園保育時間延長による子育て支援体制の充

実】

・幼稚園での給食提供、土曜預かのの実施、 4歳児

保育を実施している。

件数

6

①目的達成

4

2

12

5

3

②ほぽ達成

2

10

③一部達成

0

2

0

*一部達成、未達成の取の組み

0

④未達成

0

0

0

0

②人材の育成

【人事評価システムの構築、質の高い職員養成、人材の活用、

人事交流の推進】

・平成28年度から人事評価を実施

・外部の研修機関へ参加(H28年度は46人参加)

・専門的知識や経験を積んだ人材の活用として退職者の再雇用

・外部団体との人事交流

0

説明資料2:基本方針毎の状況
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③公正の確保と透明性の向上

【情報公開の推進・媒体の充実強化】

・ホームページや広報誌を活用した盾報提供の実施

【パブリックコメント制度の活用】

・町の定める重要な計画等においてパブリックコメントを実施

(第五次総合計画、公共施設等総合権利計画、高齢者保健福祉

計画など)

該当なし
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①継続的な経費の節減合理化等財政の健全化

で効

②効率的な公的施設の運営

基本方針実現に向けての方策

ブー

*目的達成、ほぼ達成できている取り組み(主なもの)

゛Mの

計

①継続的な経費の節減合理化等財政の健全化

・ファイルや文具品、用紙の再利用等事務的経費の削

減

・社会盾勢に応じた使用料、手数料の見直し

・町税、国保税、税以外の保育料、幼稚園保育料、給

食費の徴収率向上に向けた取の組み

・財政状況の公表(はいさいよーさん、主要施策の成

果に関する報告、実施計画)

件数

10

①目的達成

2

12

5

*一部達成、末達成の取の組み

②ほぽ達成

6

4

下水道及び農業集落排水の接続率の向上に取の組
むことで、公営企業の健全な経営を図る。

③一部達成

5

実施項目

0

④未達成

0

②効率的恋公的施設の運営

・各施設の延命化(公共施設管理計画の策定、施設の

定期点検の実施)

・臓員自ら清掃、台風対策など維持管理を徹底し、利

用者へは啓発活動を実施することで施設の維持管理の

徹底

0

0

説明資料2:基本方針毎の状況

評価

下水道接続を増加するための補助事業を導入し取の組んでいる。平成26年度から
28年度まで3年間の平均は補助導入前と比較して24件(60%)の増となっている
が、目標とする下水道率が達成できていない。今後も継続的にホームページを活用し
た広報活動を通じて接続率の向上に取の組む。

評価の要因、今後の方向性
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